
４ 実践事例編 
（令和３年度の実践事例） 
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研修内容 
授業を通した児童との信頼関係づくり・ 
児童同士の人間関係づくり 

時期・時間 令和３年５月 ６校時 

参加者 

・初任者２名
・メンターチーム７名
・初任者研修サポート教員
・校内指導教員

研修の 
概要 

①研修のテーマ等確認（約１分）
②グループ協議（約２５分）
③情報共有・悩み相談（約１５分）
④まとめの話（約４分）

準備物等 
・研修資料（ワークシート）
・振り返りカード

今回のメンターチーム研修は、事前アンケートをもとにテーマが設定されま
した。「ワールドカフェ方式」を取り入れ、気軽で自由に意見交換できるよう、
工夫されていました。 

 
 
 
 
 
 

３チームに分かれ、テーマに沿って活
発にそれぞれの考えが話されました。 

メンバーを変えて２回目の話合いを
行った後、各テーブルで話し合われた内
容を全体で共有しました。 

 

 この後、ICT 活用に関する悩みの解決に向けて互いの取組を紹介
し合う場が設定され、最後に、初任者研修サポート教員が次のよう
にこの研修を価値付けていました。「今回の研修もすばらしいです
ね。１回目は子どもと出会う前の４月２日に、学級開きについて研
修しました。リーダーが率先して資料をつくってくれましたよね。 
今回は、これまでの学級経営の実践を踏まえて研修したので、１回目よりも具体的な経験や考えがた
くさん出て深まりましたね。」「これからも、このチームの和を大事にしていきましょう。気軽に話
せる仲間がいることが、メンター方式の大事なところだと思います。」 

・教諭（７年目）：リーダー
・教諭（５年目）２名 ・教諭（４年目）
・教諭（３年目） ・講師２名

※このグラフには、講師は含まれていない

メンターチーム構成４ 実践事例編 

（１）Ａ小学校 第３回

研修レポート 

個人的な考えですが、授業を通し
て信頼関係、人間関係を築くこと
は大事だと思います。 
このテーマは難しいかもしれない
けど、普段思っていることを出し
合えたらな、と思います。 

①事前アンケートをもとにしたテーマ設定
②自由に、気軽に話し合える場の工夫

メンターチーム研修 
充実のための 
ヒント 

メンバー 

リーダー 

初
任
者

今回、初めてワールドカフェ方式で行って
みます。第１ラウンドはこの３人がホスト
となって、進行とメモを担当します。メモ
用紙を用意したので、どんどん書き込んで
ください。第２ラウンドはメンバーを変え
て行います。 

A チームでは、一番大事なの
は安心感ではないかと話し合
いました。そのために、学習
規律を整え、間違えてもいい
んだという環境づくりも大切
にしたいと話し合いました。 

B チームは、教材研究をしっかり
と行い、分かりやすい授業をつく
ることが信頼関係を築くために大
切だと話し合いました。授業中の
児童の反応を大切にすることも重
要な点だと考えました。 

C チームでは、児童同士の関
係づくりを進める上で、教師
がすべての受け応えをするの
ではなく、コーディネーター
役になるとよいのではないか
と話し合いました。 
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・教諭（７年目）：リーダー
・教諭（１４年目） ・教諭（７年目）
・教諭（５年目） ・教諭（４年目）
・教諭（２年目）

メンターチーム構成

研修内容 教材研究の進め方・方法 

時期・時間 令和３年６月 16：00～16：45 

参加者 

・初任者２名
・メンターチーム６名
・初任者研修サポート教員
・校内指導教員

研修の 
概要 

①はじめに
②初任者の実践、疑問、悩みを聴き、

メンターがアドバイス
③メンターの資料を順に説明
④初任者が学んだことを話す
⑤メンターチームリーダーからの話
⑥初任者研修サポート教員からの話

準備物等 

・研修資料（ワークシート）
・自分の教材研究について話せるよう

にしておくこと
・教材研究の方法が分かる資料等
・iPad

ねらい

日々の授業を進めるにあたって必要
となる教材研究について、参加者それ
ぞれの実践を出し合って、ポイントを
おさえ効果的・効率的に行う方法を考
える。

昨年度からメンター方式を実施しており、２年目に入った学校です。メンタ
ーチームの構成も新たにスタートしました。研修を効果的に進めるため、iPad
を準備し、ロイロノートで各自が準備してきた資料を共有していました。 

まず、テーマに沿って初任者が悩みや疑問を話しました。 

初任者の悩みも踏まえながら、メンターそれぞれが事前に準備していた資料
をロイロノートで共有しながら、自分の教材研究の方法を紹介していきました。 

各自が教材研究の方法を紹介する度に、メンターチームリーダ
ーが「何か聞いてみたいことはありませんか？」と投げかけ、参加
者がそれぞれ疑問に感じたことやより詳しく聞いてみたいことを
どんどん出し合っていました。手元の端末に共有された資料や丁
寧な投げかけ、参加者の主体性によって、前向きで活発なメンター
チーム研修の場が生み出されていました。

４ 実践事例編 

（２）Ｂ小学校 第２回

①各自が資料を準備し、端末で共有
②参加者の主体性により、研修を活性化

メンターチーム研修 
充実のための 
ヒント 

研修レポート 

基本的に教科書を見て、その後、指導書を
読んで教材研究しています。悩みは、理科
の実験についての教材研究です。 

子どもと同じノートをつくって
取り組んでいます。なかなか、
その通りにいかないです。 

メンバー 

リーダー 

初
任
者

国語の教材研究を紹介します。まず教
材文を読みます。初めて行う単元の時
には、学習指導要領を読みます。つけ
たい力を決め、ゴールを設定してから、
ねらいをはっきりさせていきます。 

毎時間の授業の流れと板
書を必ず考えます。その
後、修正を入れ、ポイント
とねらい、中心活動も必ず
考えます。最後に板書計
画。板書計画が教材研究の
まとめにもなっています。一昨年前から、国語と算数は自分で教

科書を買って、直接赤字で書き込んで
います。国語では言葉の意味も辞典で
調べて、この教科書に書き込みます。
さらにアイディアを書き込んで、自分
だけの指導書が出来上がります。 

単元を通して学習計画を立てます。ICT
の活用も具体的に考え、既習事項も意識
して、子ども目線でつまずきそうなとこ
ろを考えるようにしています。 
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研修内容 教科指導の基礎基本 

時期・時間 令和３年６月 16：00～16：50 

参加者 
・初任者３名
・メンターチーム４名
・初任者研修サポート教員

研修の 
概要 

①メンターが初任者の時に困っていた
ことをペアの初任者に紹介

②初任者が今、困っていることを紹介
し、ペアのメンターと話し合う

③全体共有、情報交換
④振り返り、次回連絡

準備物等 ・研修資料（ワークシート）

 教科指導における悩みの解決に向け、ペアでの対話と全体共有を中心に構
成されたメンターチーム研修でした。同じ教科のペアが２組、異なる教科のペ
アが１組という構成です。

初めに、メンターが初任者だった時の悩みを紹介することで、初任者の立場や思いに寄り添った話
合いや、気兼ねなく悩みを出し合うための雰囲気づくりができていました。 

 
 
 

話合いの中では素朴な疑問、質問が次々と出ていました。メン
ターはもちろん、初任者も自分の考えや経験を積極的に伝えてい
ましたが、適時、初任者研修サポート教員が助言をしていました。 

 研修の振り返りを各自が述べる中で、「タイムマネジメントを行うための手立てがないことが課題」
「教えて満足せず、授業を通して生徒に力をつけるということを意識したい」など、自身の課題や今
後取り組みたいことがさらに明確になっていきました。 

また、メンターチームリーダーからは次のようなまとめが
ありました。「自分が初任者の時にはこういった話合いの場
や先輩の取組を知る場はあまりなかったな、と思いました。
メンターチーム研修で話し合うことで、自分の課題に気付か
されています。この研修以外の場でも、積極的にいろんな先
生に聞いていきましょう。」メンターチーム研修が、「学び
続ける教師」として積極的、主体的に学ぼうという意識と姿
勢をつくり出すきっかけになっていました。

・教諭（３年目）：リーダー
・教諭（４年目）
・教諭（２年目）２名

メンターチーム構成

研修レポート 

４ 実践事例編 

（３）Ｃ中学校 第３回

メンバー 

リーダー 
初
任
者

あの頃は学習規律が整わなくて
……とにかく「落ち着いて授業で
きるように」と考えていたなあ。

今も悩んでいるんだけど、授業の時間内に
振り返りの活動まで行うためのタイムマ
ネジメントが難しいんだよね。

めあては 
なぜ必要？ワークシート

は必要？

１人１台端末
の活用方法 課題の進み具合

の差への対応

授業中の対話だけに頼るのではなく、ワークシート
も同時に活用することは重要だと思うよ。ねらいに
沿って、資質・能力の育成につなげるために必要だ
と考えるからワークシートを取り入れるんだよ。 

①ペアによる対話の効果的な活用
②課題と今後の取組の明確化につながる振り返り

メンターチーム研修 
充実のための 
ヒント 
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研修内容 保護者との関係づくり、懇談の進め方 

時期・時間 令和３年７月 13：00～13：50 

参加者 

・初任者２名
・メンターチーム４名
・初任者研修サポート教員
・校内指導教員

研修の 
概要 

①各グループでロールプレイング
②各グループで意見交換
③メンバーを変えてロールプレイング
④各グループで意見交換
⑤振り返り、次回連絡

準備物 ・研修資料（ワークシート）

研修内容に沿って、２グループに分かれて
のロールプレイングを中心にした、全員参加
型、実践型の研修でした。ロールプレイングで
は、各グループに与えられた場面設定の下、初
任者が教師役、メンターが保護者や生徒役と
なって、模擬懇談を進めていきました。 

ロールプレイング後の意見交換では、様々
な気付きと意見が出されました。 

このように、学習状況をどのように伝
えるか、どのようにして学校の取組への
理解を得るか、実際にやり取りを行うこ
とで多くの気付きが生まれていました。 

また、校内指導教員や初任者研修サポート教員が豊富な経
験を踏まえて適切な助言を加えたり、困っている初任者の様
子を見て「教師の役割をメンターが交代して一度やってみ
る？」と支援したりしたことで、初任者は具体的なイメージ
をもつことができ、２回目のロールプレイングでの初任者の
様子が大きく変化していました。 

 改善が見られた点を「さっきよりもよくなっていたと思う
よ。」「声もはきはきしていたね。」「保護者の質問に対して
しっかりと答えていたね。」などと、初任者へ率直に伝える様
子が見られました。 

ロールプレイングとその後の意見交換によって、参加者の主体性や実践的な学びを生み出していま
した。また、メンターチームリーダー、初任者研修サポート教員、校内指導教員の適時適切な助言や
働きかけが効果的であったことはもちろん、＜初任者の思いを受け止め、支援し、成長や変化を認め
る＞というメンターの姿勢や行動と、その思いを感じながらチャレンジする初任者の学ぶ意欲によっ
て研修が充実していました。共に学び合い、高め合う関係が構築されていく様子も垣間見えました。 

・教諭（９年目）：リーダー
・教諭（10 年目）２名 ・教諭（９年目）
・教諭（７年目） ・教諭（３年目）

メンターチーム構成

研修レポート 

４ 実践事例編 

（４）Ｄ中学校 第４回

学校、先生は生徒に寄り添って指導
していることが伝わるといいよね。 

保護者にも話していただけるよう、
「どうですか？」などと投げかけた方
がいいと思うよ。 

良いところを存分に
伝えたらどうかな。 

具体的なエピソードを準
備して臨むといいよ。 

保護者にも生徒にも希望
をもたせて終わることが
できるようにしたいね。 

①ロールプレイングによる参加型、実践型の研修
②共に学び合い、高め合う関係の構築

メンターチーム研修 
充実のための 
ヒント 

メンバー 

リーダー 
初
任
者
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５ 実践事例編 
（令和２年度の実践事例） 
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研修内容 校地にある自然を知ろう 

時期・時間 令和２年４月 ９：００～９：４５ 

参加者 

・初任者１名
・メンターチーム５名
・研修コーディネーター
・校内指導教員

研修の 
概要 

①研修の趣旨説明（約５分）
②現地調査（約３０分）
③研修のまとめ（約１０分）

準備物等 
・研修資料（ワークシート）
・振り返りカード

初回のメンターチーム研修は、生活科
や理科などの学習指導に向けた教材研
究の一部を屋外で行うものでした。はじ
めにメンターチームリーダーから今回
の研修の趣旨説明があり、その後、研修
コーディネーターが作成した資料と図
鑑やタブレット端末等をもって校庭へ
移動しました。

 初任者とメンターチームの６名が
図鑑やタブレット端末を使って、葉
や幹などの特徴から木の名前を協力
して調べる中で、「へえ、知らなかっ
た。」「そうか、それでくすのき学級
というんだな。」などと新たな発見が
ありました。時折、研修コーディネー
ターからくわしい解説があり、知識
がさらに広がっていました。和やか
な雰囲気の中でかかわりも自然と生
まれ、参加者のコミュニケーション
が促進されていました。

 一通り調べた後のまとめでは、リーダーが自然を教材とし
て扱う学習について問いかけ、参加者それぞれが発言し、今
後の生活科や理科などの学習の見通しをもって研修を終えま
した。研修後には、各自でワークシートに振り返りを書いて
研修コーディネーターに提出しました。 

今回のメンターチーム研修では、研修コーディネーターと
メンターチームリーダーの打合せや研修コーディネーターの
作成した資料などの事前準備と参加者が主体的に取り組む活
動の工夫が効果的でした。この「屋外で」「協力して調べる」
という活動の設定により、チーム内の仲間づくりにもつなが
っていました。

・教諭（９年目）：リーダー
・教諭（８年目） ・教諭（５年目）
・教諭（３年目） ・教諭（２年目）

メンターチーム構成５ 実践事例編 

（１）Ａ小学校 第 1 回

研修レポート 

これは何の木だろう？ 葉っぱがぎざぎざだよね。
図鑑で調べてみよう。 

①初任者研修サポート教員とメンターチーム
リーダーとの事前打合せや事前準備

②主体的に研修するための活動の工夫

メンターチーム研修
充実のための
ヒント

研修資料・振り返りカード 

メンバー 

リーダー 

初
任
者
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・教諭（１５年目）：リーダー
・教諭（６年目） ・教諭（５年目）
・教諭（２年目）

メンターチーム構成

研修内容 年度当初の学級経営 

時期・時間 令和２年５月 13：30～14：15 

参加者 

・初任者１名
・メンターチーム４名
・研修コーディネーター
・校内指導教員

研修の 
概要 

①研修の趣旨説明（約５分）
②情報交換、質疑応答（約３５分）
③研修のまとめ（約５分）

準備物等 ・研修資料

初回は研修コーディネーターが進行しました。はじめに研修の流れについ
て確認がありました。「この研修の説明と計画案をお話しし、その後、学級経
営について各自が紹介し、質問タイムを設けます。３０～４０分程度の短時間
かつ有効で和やかな研修にしましょう。」 

 まず、研修コーディネーターから令和 2 年度版鳥
取メンター方式の趣旨説明がありました。 
・「メンター」とはギリシャ語が由来で、「あの人が

いたから自分はここまで来ることができたと言え
る人（先輩）」を指す 

・本年度から 4 グループでこの方式を行うのは、教
職員構成の変化に対応していくことと、校内で初任
者を育てる必要性があるため

・研修計画はあくまでも案であり、初任者からの要望
に応じて変更可能であること 

など、この方式について理解を促しました。 

その後「年度当初の学級経営」と題し
て、参加者が学級開き、学年開き、授業
開きの実践を紹介しました。参加者の担
当学年や教科が様々で、具体的な実践内
容も多種多様。それぞれの実践に対する
思いも熱く語られ、普段は改めて話し合
うことのないような、教師としての信念
や思いを交流することができました。 

 情報交換後、初任者から「終わりの会」の進
め方について質問があり、参加者それぞれが
自分の考えや経験をもとに話し合いました。 

研修内容をより深めるため、学級経営は学校教育目標に基づいて行うものであるということについ
て研修コーディネーターが掘り下げてまとめました。さらに教員としての心構えを伝えたり、次回の
研修予定を知らせて発表の準備を促したりしていました。 

研修レポート 

あとはぶれずに行く。年度当初だけ
目標を決めて終わるような場当たり的
なものではなく、途中でアセスメント
して現在地を確かめるようにしたいと
思っています。 

年度当初の１か月で学級経営の８割ぐ
らいが決まると思っています。学年団で
意思疎通を図ったのは、横浜の野中先生
の「３・７・３０の法則」です。初めの
３日は安心感を、次の７日はルールを決
めるなどというものです。 

５ 実践事例編 

（２）Ｂ中学校 第 1 回

①メンターチームリーダー、初任者研修サポート
教員が研修を深める役目に

②初任者の疑問や悩みに対して、
ともに考え、ともに学び合うメンターチーム

メンターチーム研修
充実のための
ヒント

メンバー リーダー 

初
任
者
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研修内容 顔合わせ、先輩からのエール 

時期・時間 令和２年５月 16：00～16：50 

参加者 

・初任者１名
・メンターチーム４名
・研修コーディネーター
・校内指導教員
・講師２名
・教頭

研修の 
ねらい 

メンター同士のコミュニケーション
を深め、年間を通して行う研修に、悩
みや経験を出し合って主体的に取り組
もうとする意欲を高める。 

準備物等 
・研修資料
・コミュニケーションビンゴカード

 当初の予定では全職員で参加する予定だったそうですが、出張の方を除き、
最終的には１０名で研修が始まりました。 

はじめにメンターチームリーダーから「全職員で初任者をサポートする」と
いう意気込みや、初任者へのエール、研修の方向性が語られました。 

 
 

 そして、コミュニケーションを深めるためにコミュニケーションビンゴの活
動を行いました。ビンゴカードには相手への質問が書いてあり、楽しく会話し
ながら相手の人柄や経験などを知ることをとおして、人間関係を築くことがで
きるような仕掛けがありました。あちこちで笑顔が見られ、和やかな雰囲気で
進行していました。 

 活動の後、参加者から初任者へエールを送る場面が設定されました。 
「このビンゴのおかげで、これまでの経験を思い出しました。今思えば、いろ

いろな立場で仕事をしたことが糧になっています。いろいろな経験が大切
です。恐れずにがんばりましょう。」 

「１年目の時、分からないことは周りに聞いていたと思います。また、初任者
同士で集まって話したり、悩みを共有したりしていました。そうするとがん
ばれました。失敗もいっぱいしてきましたが、いい経験になっています。」 

など、それぞれの思いを聞きながら初任者はもちろん、誰もが励まされていました。「何が分からな
いかも分からない状態ですが、皆さんよろしくお願いします。」と初任者が話すと、リーダーが「自
分も相談してもらえる人でありたいし、気楽に声をかけてもらえるようにしたいと思います。」と返
していました。今回のねらいである、コミュニケーションを深めることや、主体的に取り組もうとす
る意欲を高めている様子が見られました。 

研修レポート 

＜カードに示された質問＞ 
・自分のモットーは何ですか？ ・教員をめざすきっかけは何ですか？
・学級経営で大切にしたいと思っていることを１つ教えてください。
・これまでに印象に残っている先生について教えてください。
・採用試験の思い出は？ など

初任者の先生の１年間を皆さんでサポート
できるようにしたいと思います。 

初任者の先生はこの１年たくさんの悩みも
抱えると思いますが、苦い思いも１つの経験
と考えてがんばってください。 

この研修では楽しく学んでいきましょう。 

・教諭（７年目）：リーダー
・教諭（５年目） ・教諭（４年目）
・教諭（３年目）

メンターチーム構成

５ 実践事例編 

（３）Ｃ小学校 第 1 回

①初任者を支える職員集団づくり
②日常の円滑なコミュニケーションにつながる

雰囲気づくり

メンターチーム研修
充実のための
ヒント

メンバー 

リーダー 
初
任
者
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研修内容 体育の学習指導 

時期・時間 令和２年６月 15：50～16：50 

参加者 

・初任者１名
・メンターチーム４名
・先輩教員
・研修コーディネーター
・校内指導教員

研修の 
概要 

①マット運動の指導
②水泳の指導
③跳び箱運動の指導
④ボール運動の指導

準備物 ・プレゼン資料

メンターチームメンバーの学びたいことを予めリーダーが把握し、ゲスト
ティーチャーである先輩教員（９年目）にリクエストして準備された研修でし
た。初任者やメンターが課題に感じていることに対する内容の設定、先輩教員
の強みを生かした実施の工夫など、当日までの構想や準備が効果的でした。

 研修の冒頭では、メンターチームリーダーからゲストティーチャーの紹介と研修の趣旨の確認が
ありました。その後、ゲストティーチャーが作成したプレゼンテーション資料をテレビ画面に映し出
しながら研修を進められました。 

「開脚前転で①脚が大きく開いているが曲がっている子、②脚が
あまり開いていないが伸びている子、どちらの子を評価するか？」
「水泳学習では上半身と下半身のどちらを重視して指導する？」
「跳び箱への恐怖心をもたせないようにするためには何に重点を
おいて指導すればよいか？」など、ゲストティーチャーから問い
かけられる度に、初任者とメンターが２、３人組で話し合い、考
えていました。また、解説を聴きながら熱心にメモをとっている
姿も見られました。 

 体育の学習指導の重点や、学年ごとの系統性や見通しを踏まえた
指導の大切さなどについて学び、参加者は充実感を得ている様子で
した。参加者の主体的な活動が用意されていたこと、課題意識を既
にもっていたことなどが、その充実感につながっていたのではない
かと考えられます。 

研修の最後に、ゲストティーチャーから、これまでの経験をとおして学んだことやメンターの指導
方法について感じていることなどについて話を聴きました。困難も前向きに捉えること、教師それぞ
れの持ち味を生かすことの大切さについて語られる中で先輩教員の思いに触れ、明日への意欲を高め
て研修が終わりました。 

研修レポート 

○○先生と組んでいて、初めはそ
の指導の仕方は難しいと思っていた
けど、子どもはしっかりと○○先生
に心を向けているのが分かった。こ
れなら大丈夫だと思った。 

教師になりたての頃から体育を任される
ことが多かった。なかなかうまく指導でき
ないし、難しいと思っていた。でも、学年
全体への分かりやすい指示などはこの経験
がプラスになっていると思う。経験してい
るのとしていないのとは全然違う。 

・教諭（１１年目）：リーダー
・教諭（３年目）
・教諭（２年目）２名

メンターチーム構成５ 実践事例編 

（４）Ｄ小学校 第２回

①初任者やメンターチームメンバーの
ニーズ、課題意識、実態に応じた内容

②チーム外の先輩教員の力も積極的に活用

メンターチーム研修
充実のための
ヒント

メンバー 

リーダー 
初
任
者
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研修内容 
授業の基礎・基本 
～教材研究のポイントについて～ 

時期・時間 令和２年６月 16：00～16：45 

参加者 
・初任者１名
・メンターチーム４名
・研修コーディネーター

研修の 
ねらい 

日々の授業を進めるにあたって必要
となる教材研究について、参加者それ
ぞれの実践を出し合って、ポイントを
おさえ効果的・効率的に行う方法を考
える。 

準備物 
・研修資料
・教材研究の実際について分かる資料

（参加者各自が準備し、配布）

メンターチームリーダーが中心となって研修内容の設定や準備等を自主的
に行い、当日を迎えました。教材研究を研修のテーマに設定し、研修のねらい
に沿って進行役のメンターチームリーダーが発言を促していました。 

 参加者全員が自分の教材研究の方法を紹介できるよう
にするため、資料を準備することが事前に確認されていま
した。そのため、研修前に意欲が高まっており、課題意識
をもって研修に臨んでいる様子もうかがえました。 

 
 
 
 
 
 

 「教材研究で授業の流れだけを考えた場合に困るこ
とはありますか。」という初任者の質問に対して、「授
業の流れだけを書いているときにはうまくいかないこ
ともある。」「板書計画を立てているときとの差は歴
然。」などとメンターが考えを伝え、互いに刺激し合
っていました。また「いつ行うのか」という点でも各
自の工夫と苦労が話し合われ、業務のタイムマネジメ
ントの難しさに共感していました。

 最後に研修コーディネーターから参
加者に対して、日々の授業づくりに対
する誠実さやひたむきさへの敬意とと
もに、「主体的・対話的で深い学びを授
業でどのように仕組むのか」「めあてを
達成できたら子どもからどういう言葉
が出るかを考えることは、確実にやっ
てほしい」というまとめの言葉があり、
参加者は新たな視点を得ていました。 

研修レポート 

＜紹介された教材研究の方法（一部）＞ 
・板書計画の下に具体的な教師の指導・支援を記す
・１年間の学習の見通しを可視化する（特別支援学級） 
・児童の実態を把握する
・単元のゴールの確認から始める
・単元全体の計画を書く、全体像が分かるようにする
・タブレット端末を活用
・教科ごとの教材研究ノートに発問、板書計画を書く

・教諭（８年目）：リーダー
・教諭（９年目） ・教諭（６年目）
・教諭（３年目）

メンターチーム構成５ 実践事例編 

（５）Ｅ小学校 第２回

①研修のねらいを設定し、
ねらいの達成に向けた運営

②メンターチームで事前の打合せや準備による
主体的な参加

メンターチーム研修
充実のための
ヒント

メンバー 

リーダー 
初
任
者
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研修内容 保護者との関係づくり、懇談の進め方 

時期・時間 令和２年７月 16：00～16：45 

参加者 

・初任者２名
・メンターチーム４名（１名欠席）

・講師１名
・研修コーディネーター

研修の 
ねらい 

保護者との信頼関係づくりや懇談の
進め方について具体的に考え、今後の
実践につなげる。 

準備物 ・研修資料 ・ホワイトボード

１学期末、保護者との個人懇談に向けて行われた研修です。懇談は、新卒採
用の初任者や講師にとっては初めての経験であるだけでなく、コロナ禍で保
護者と顔を合わせる機会がこれまでほとんどなかったという特別な状況下で
す。必要性の高い研修内容を適切な時期に実施し、初任者はもとより参加者全
員にとって有効なものとなりました。 

「まず、初任者の先生から困っていることを出し
てください。」というリーダーの投げかけで研修が
始まり、初任者の二人からは素朴な疑問が出され
ました。 

「子どもどうしのトラブルなら対応できるけれど、
保護者どうしの場合はどうすればよいのだろう。」 

「本年度はほとんどの保護者とお会いできていませ
ん。どのように懇談を進めればよいのでしょう。」 

参加者は各自の経験を踏まえ、次のような考えを伝えていました。 

 
 
 
 
 
 

リーダーは出された考えをホワイト
ボードにまとめながら進行していまし
た。視覚的に分かりやすく整理されたこ
とにより、考えが共有されやすくなると
ともに、理解が促進されていました。 

右の写真はそのホワイトボードです。
授業と同様にメンターチーム研修にお
いても板書は大変有効です。思考を整理
するため、理解を深めるためにも、ぜひ
取り入れてみましょう。 

研修レポート 

・誠意を持って関係をつくる。 ・保護者の思いを訊く。傾聴する。
・初めにいいことを 1 つは言えるように準備しておく。 ・一貫性をもって伝える。
・話す順番と内容をシミュレーションしておく。 ・根拠を示しながら伝える。
・懇談では個人票を準備しておく。 ・普段の他の教員の電話対応から学ぶ。
・保護者との関係の前に子どもとの関係を築いておく。
・課題は具体的に示し、納得していただく。 ・労いの気持ちをもって対応する。

・教諭（３５年目）：リーダー
・教諭（３１年目） ・教諭（１８年目）
・教諭（６年目） ・教諭（５年目）

メンターチーム構成５ 実践事例編 

（６）Ｆ小学校 第３回

①初任者の困り感、ニーズを捉えた
適切な内容や時期の設定

②内容の充実に向けた板書の効果的な活用

メンターチーム研修
充実のための
ヒント

メンバー 

リーダー 

初
任
者
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研修内容 基本的な板書とノート指導 

時期・時間 令和２年７月 16：00～16：40 

参加者 

・初任者２名
・メンターチーム５名
・講師２名
・研修コーディネーター

研修の 
ねらい 

板書とノート指導の実際と指導のポ
イントや留意点を知る。

準備物 ・研修資料

今回はリーダーと役割を交代し、副リーダーが進行役となって進めました。
初めに、初任者や講師が困っていることを話しました。 

 
 

 

副リーダーが配布した資料によって板書づくりとノートづくりの具体的な
イメージをもった上で、メンターがそれぞれの取組を紹介し合いました。

参加者は、他者の取組や考えを資料に書き込み、熱心に学んでいました。 

初任者や講師の疑問や課題を踏まえて話合い
を進めることで、初めに出された困り感は解決
していきました。経験年数の近い教員同士、共感
する部分も多く、ともに考え解決しようとする
姿勢も見られました。 

また、副リーダーが資料や話合いの内容をし
っかりと準備していたことが、研修充実につな
がっていました。 

研修レポート 

・子どもの書くスピードの違いはどうすればよいのでしょう。
・字の大きさはどのくらいが適切なのかわかりません。

板書の写真を見てください。授業 1 時間の思考過程が
分かるよう、構成しています。子どもの見本にもなるよ
うに意識しています。また、挿絵や写真を取り入れて手
がかりにさせたり、色使いも工夫したりしています。字
の大きさは、こぶし一つ分くらいかな。 

次は、ノートのコピーを見てください。間違いも大切な
学びですから消さないようにしています。子どもが自分
の言葉で整理しながら書いています。指導を積み上げて
も書けない子には、何らかの課題があると考えます。 

・黒板に余計なものは貼らない。
・「先生と同じスピードで書きましょう。」と指示する。
・授業の少し前から板書を書き始め、準備する。
・事前に子どもと同じマスのノートで書かせたい内容を書いてみる。
・ノートに書くことで思考を整理することを意識している。

・教諭（７年目）：リーダー
・教諭（６年目）：副リーダー
・教諭（３年目）２名 ・教諭（２年目）

メンターチーム構成５ 実践事例編 

（７）Ｇ小学校 第４回

①リーダーではないメンターが
進行役にチャレンジする

②より具体性のある資料づくり

メンターチーム研修
充実のための
ヒント

リーダー 

メンバー 

初
任
者
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研修内容 
教科指導の基礎・基本 
（教材研究、発問、板書等） 

時期・時間 令和２年７月 10：00～11：00 

参加者 

・初任者１名
・メンターチーム４名
・校内指導教員
・研修コーディネーター

研修の 
ねらい 

教科の特徴を踏まえた取組について
の意見交換をとおして、今後の教科指
導の改善につなげる。 

準備物 ・研修資料

研修の冒頭で「教科ごとの違いもありますが、共通して大切なこともありま
す。教科を超えていろいろな話をするよい機会だと思っています。」というリ
ーダーの言葉がありました。初任者とリーダーの担当教科は同じですが、メン
ターチームメンバーは様々です。しかし、他教科の取組や意図、思いを知るこ
とは、大きな刺激となるということを意識付けて研修が始まりました。

 

 参加者の意見交換の後には、研修コーディネーターが他校のメンターチーム研修や授業の様子を伝
えることにより、学習指導の視点をもたせていました。 
 各教科等の特質に応じた指導には様々な方法がありますが、「ねらいを達成するための導入」「生
徒の主体性を引き出す工夫」「生徒の実態に応じた指導」など、授業づくりについての基本的な考え
方は共通しています。この研修では、授業づくりの基本について自らの実践を振り返り、他者から刺
激を受けながら学習指導力向上への意欲をもつ姿が見られました。 

研修レポート 

・あの手この手でいろいろ試した１学期でした。
・日本語の説明を少なくし、英語での表現を多く

することが自分の課題です。 
私もまだまだ勉強中で

す。モデルとなる先生の姿
を見て学びたいですね。 

・教師の説明は最小限にしています。
・「どうなると思う？」「どうして？」と問いかけ、

考えをもたせることを大切にしています。 

導入で知的好奇心をくす
ぐる仕掛けをされているの
で刺激を受けています。 

・自分なりに考え抜いた問いやめあてを提示し
ても、必ずしも興味関心を引き出すことができ
ていないので難しさを感じています。

自分の授業の導入も効果
的かな、と振り返りました。

・学習内容を日常生活と結び付けたいと考えて
います。

・「数学が好き」という生徒を増やしたいです。 

生徒アンケートで実態を
把握するのもいいですね。 

・いつも授業デザインをつくり、ねらい、指示、
板書などについて教材研究をしています。

・生徒同士の関わりや生徒の姿を認めることを
大切に授業をしています。

自分は小学校の学習との
つながりを考えて教材研究
をしていますよ。 

・教諭（１６年目）：リーダー
・教諭（８年目） ・教諭（６年目）
・教諭（４年目）

メンターチーム構成５ 実践事例編 

（８）Ｈ中学校 第４回

①教科の枠を超えた意見交換
②自らの実践についての振り返り

メンターチーム研修
充実のための
ヒント

メンバー 

リーダー 

初
任
者
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研修内容 
学級経営等 
（１学期の振り返りと２学期に向けて） 

時期・時間 令和２年８月 14：00～15：00 

参加者 
・初任者１名
・メンターチーム３名
・研修コーディネーター

研修の 
ねらい 

１学期の学級経営を振り返り、２学
期の実践につなげる。 

準備物 ・研修資料

研修前に、６年目研修受講者から課題研究の実践状況について報告があり、
課題の解決に向けて協議していました。この協議をとおして、メンバーの課題
研究の取組に刺激を受け、ともに高まろうとする姿が見られました。 

メンターチーム研修では、研修コーディネ
ーターが準備した資料「教師のチェックポイ
ント」を活用して１学期の学級経営を各自が
振り返りました。この資料は、県教育センター
作成「教員研修ハンドブック」を基に作成した
そうです。

４月に実施した第１回目のメンターチーム研修で
も学級経営の考え方や取組内容について話し合って
いるため、このメンターチーム研修の参加者全員で学
級経営の PDCA サイクルを回しているとも言えま
す。 

「しっかり指導しなくてはという意識が強くて、管理
型になっていました。２学期は活躍できる場面をつ
くり、子どもをほめていきたいです。」 

「行事で目標を持たせ、自分たちで決めたことをがん
ばるという経験は大事ですよね。」 

「学級力を子どもたちが考える取組によって、ちょっ
とずつ学級力の数値が上がってきました。」 

「学級目標や学級歌を大切にしてきました。これから
は学級の問題について話し合わせたいと思ってい
ます。」 

参加者は次々に思いを述べ合い、他者に質問すること
によって、２学期の学級経営に向けて考えを整理して
いました。 

研修全体を通じて、リーダーが他者の考えに共感しながら進行したり、参加者が自分事として考え
たりしていたことにより、澱むことなく次々と意見が交わされていました。 

研修レポート 

・教諭（９年目）：リーダー
・教諭（８年目） ・教諭（６年目）

メンターチーム構成５ 実践事例編 

（９）Ｉ小学校 第５回

①他者の取組を自分事として捉える
②メンターチーム研修の活用して

様々な PDCA サイクルを回す

メンターチーム研修
充実のための
ヒント

リーダー 

メンバー 初
任
者
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研修内容 
・基本的な板書とノート指導（第４回）

・夏休み明けの学級経営（第５回）

時期・時間 
令和２年８月 
１３：５０～１４：４５（第４回） 
１４：５５～１５：５０（第５回） 

参加者 

・初任者１名
・メンターチーム４名
・校内指導教員
・研修コーディネーター

研修の 
ねらい 

・板書の仕方、ノート指導の留意点等を
具体的な例から考える。（第４回）

・夏休み明けの学級経営について見通
しを持つ。（第５回）

準備物 ・研修資料 ・ホワイトボード

夏季休業中のため、休憩をはさみ、流れを変えながら２回分の研修を実施し
ていました。 

第４回目は、①初任者が課題や悩みを話す ②メンターチームの考えや経
験を紹介しながらその解決につなげる という流れで行われました。 

 
 
 

 
 

リーダーは「板書の練習は大事。練習した
時にはチームに声をかけてください。」と、 
初任者を支えようとする思いを伝えていました。 

第５回目は、①初任者の振り返りと今後の展望 
②研修コーディネーターの資料の紹介 ③全員
での意見交換 の順で、リーダーがホワイトボー
ドに板書しながら進行していました。

 
 
 

 
 

第４回目、第５回目ともに、校内指導教員や研修コーディネーターからのメッセージや助言が随所
に入ることで、参加者の発言内容が意味付けられていました。また、参加者の考えを受け止めつつ切
り返すというリーダーの進行によって、誰もが積極的に発言するだけでなく、内容が次第に深まり広
がっていました。 

この回の最後には、６年目研修を受講したメンターチームメンバーが、７月末の集合研修で学んだ
ことを報告しました。初任者やメンターはその内容を２学期の授業づくりに生かそうと、次々に質問
をしていました。チーム内で学びを共有し、高め合おうとする姿が見えました。 

・教諭（８年目）：リーダー
・教諭（６年目） ・教諭（３年目）
・教諭（２年目）

メンターチーム構成

研修レポート 

＜初任者より＞ 
・ほめることと評価言を意識していますが課題です。 
・２学期は子どもの自主性を引き出したいです。

＜メンターチームメンバーより＞・夏休み明けにはまず、２学期に大切にしたいことを伝えます。
・子どもの生活、体調をチェックします。 ・子どもどうしをつなぐ活動をします。 など

５ 実践事例編 

（１０）Ｊ小学校

①内容を深め広げる、リーダーの切り返し発問
②自らの学びを全員の学びにする

研修報告と質疑応答

メンターチーム研修
充実のための
ヒント

＜初任者より＞ 
・板書の課題は効果的な色づかいです。
・字の大きさはどのくらいが適切なのでしょうか。

＜メンターチームメンバーより＞ 
・つかむ→考える→まとめる の３つで板書を構成

しています。
・ゆっくり丁寧に大きく書くことを心がけています。
・大事なことは黄色で書いていますよ。
・放課後、次の日の板書を書いて練習しています。

メンバー 

リーダー 

初
任
者
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研修内容 子どもとの関係づくり 

時期・時間 令和２年８月 9：00～9：40 

参加者 

・初任者１名
・メンターチーム３名
・研修コーディネーター
・校内指導教員

研修の 
ねらい 

学級づくり、人間関係づくりの具体
的な方法や留意点を考える。 

準備物 ・研修資料

①初任者とメンターの考えの紹介 ②初任者の困り感に対する助言 とい
う今回の流れをリーダーが確認し、メンターチーム研修が始まりました。 

メンターは１学期を振り返りながら、子どもとの関係づくりにおいて大切
にしてきたことや、今後の展望について話しました。 

 

 

それぞれの発言に対して、共感したり、意味を確認した
りしながら、子どもとの人間関係づくりの基本的な考え
方が共有されていきました。 

その後、初任者の困り感の内容（叱った時のフォロー、意識すべきこと）に対して、自身の取組や
経験を踏まえたアドバイスが出されました。 

 
 
 
 

校内指導教員や研修コーディネーターがそれらを意味付けながらまとめたことで、内容が深まっ
ていきました。最後にリーダーから「今日、ここにおられない２名の先生からもアドバイスをもらっ
ています。」と紹介がありました。参加できないメンバーや他の先輩教員にリーダーが声をかけ、ア
ドバイスを書いた資料を事前準備してもらったそうです。メンターチームはもとより、教職員全体の
意欲と工夫でこの研修を充実させている様子が見られた一場面でした。 

・教諭（７年目）：リーダー
・教諭（７年目）
・教諭（６年目）

メンターチーム構成

研修レポート 

・コロナ禍で行事ができない中、毎日の
何気ない取組を一つ一つ達成できる
ことを大切にしてきました。

・気になる子どもの家庭には、電話連絡
をしてつながるようにしています。

・高学年に向けて力をつけていくことを今から
意識させています。自分たちで考えて動くこ
とのできる力を付けたいです。 

・毎日の取組の中での達成感が大事だと思って
います。 

・叱るときには人格ではなく行動に目
を向けて話すようにしています。

・傾聴すること、受け止めること、冷静
な対応を大事にしています。

・完食の回数が日を追うごとに増えた
ので、「あと少しだよ！」と励まし、
関わりました。このことで、子どもた
ちは達成感を感じていました。

・叱るときには子どもの思いも聴き取る。 ・だらだら叱らない。
・解決方法は子どもに考えさせ、引き出す。 ・普段から関係をつくっておく。
・子どもの内面に目を向ける。 ・指導した内容はその後も意識する。
・子どもを認め、価値付ける。 ・子どもの自主性を大切にする。

５ 実践事例編 

（１１）Ｋ小学校 第５回

①初任者の困り感を事前に把握
②研修には参加しない他の教職員も巻き込む

メンターチーム研修
充実のための
ヒント

メンバー 

リーダー 

初
任
者
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研修内容 保護者との関係づくり、懇談の進め方 

時期・時間 令和２年８月 13：30～14：2０ 

参加者 

・初任者１名 
・メンターチーム４名 
・校内指導教員 
・研修コーディネーター 

研修の 
ねらい 

保護者との関係づくり、懇談の進め
方のポイントや留意点について知る。 

準備物 ・研修資料 ・大型テレビ ・動画 

研修のねらいと流れの確認の後、動画を視聴しました。この動画は、独立行
政法人教職員支援機構のホームページに掲載されている研修動画の一つ、「コ
ーチングのスキルと活用Ⅳ～円滑な保護者対応に生かす～」です。別府大学の
佐藤敬子教授によるこの講義動画は２０分程度あり、このプレゼンテーショ
ン資料もダウンロードして印刷・配布されていました。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
動画視聴の後、「このような場面に出会った時にどう対応したらよいかと考えるきっかけになれ

ば、と思っています。」「他の先生の対応を見て、今後の対応を広げられる演習になればと思ってい
ます。」との声かけで演習が始まりました。 

３名ずつ２グループに分かれ、リーダーと校内指導教員が保護者役、初任者とメンターのうち１名
が教員役、１名は参観者となってロールプレイングが行われました。 

 
 
 

 
 
 
 
 
ロールプレイング後には次のような考えが出されました。 

 
 
 
 
 
 

このロールプレイングをとおして、相手の思いを受け止めながら柔軟に対応することの難しさを
感じるとともに、聴き方や働きかけ方の具体的なイメージを得ることができていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
・教諭（１１年目）：リーダー 
・教諭（３年目） 
・教諭（２年目）２名 

メンターチーム構成 

研修レポート 

・質問を適宜入れて保護者から困り感を聴き、状況を把握することが大切。 
・自分だけの判断だけで即答せず、学年団や管理職に相談の上、返答するようにする。 
・保護者自身が気付くよう促したり、いっしょによりよい方法を考えたりする姿勢も重要。 
・子どもの考えも聴き取るようにする。 ・大切なことはメモを取るようにする。 
・課題は具体的なアドバイスとともに伝える。 

５ 実践事例編 

（１２）Ｌ小学校 第５回  

①具体的な場面と具体的な姿をとおして学ぶ、 
より実践的な研修 

②国や県の作成した資料の活用 

メンターチーム研修 
充実のための 
ヒント 

場面②「習い事で忙しいので、宿題を
減らしてほしい」という保護者からの
訴えがあったら…… 

場面①「隣の席の子が気になるので、
席替えをしてほしい」という保護者か
らの訴えがあったら…… 

メンバー 

リーダー 
初
任
者 
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６ 参考資料編
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学
校

全
体

で
の

人
材

育
成

の
必

要
性

 

な
ぜ

、
今

「メ
ン

タ
ー

方
式

」
？

 

学
び

合
い

、育
ち

合
い

、高
め

合
う

組
織

を
め

ざ
し

て
 

主
な

役
割

は
、 

「
初

任
者

及
び

若
手

教
員

の
実

態
に

応
じ

た
柔

軟
な

支
援

・
指

導
と

校
内

人
材

育
成

の
サ

ポ
ー

ト
」
で

す
。  

初
任

者
研

修
（
小

学
校

・
中

学
校

・義
務

教
育

学
校

） 

基 本 的 な 業 務 可 能 な 業 務 

43



○
初

任
者

と
メ

ン
タ

ー
チ

ー
ム

と
の

人
間

関
係

の
深

ま
り

○
初

任
者

の
メ

ン
タ

ル
ケ

ア
の

場
○

メ
ン

タ
ー

チ
ー

ム
に

よ
る

初
任

者
へ

の
指

導
・支

援
の

日
常

化
、孤

立
化

の
防

止
○

参
加

者
の

主
体

性
の

高
ま

り
○

先
輩

教
員

と
し

て
の

意
識

の
向

上
○

リ
ー

ダ
ー

を
経

験
す

る
こ

と
に

よ
る

人
材

育
成

に
対

す
る

意
識

の
向

上
○

学
び

合
う

風
土

づ
く

り

１
 参

加
者

の
主

体
的

な
学

び
 

２
 全

員
参

加
型

・双
方

向
の

学
び

 
３

 参
加

者
が

安
心

し
て

話
が

で
き

る
雰

囲
気

 

○
回

  
数

  
年

間
１

０
回

（
１

回
３

０
～

５
０

分
程

度
）

○
内

  
容

  
初

任
者

の
実

態
、悩

み
、状

況
を

十
分

に
把

握
し

た
う

え
で

決
定

（
計

画
は

柔
軟

に
変

更
可

能
）
 

○
進

  
行

  
メ

ン
タ

ー
チ

ー
ム

リ
ー

ダ
ー

（
又

は
、メ

ン
バ

ー
）

が
進

行
○

助
  

言
  

初
任

者
研

修
サ

ポ
ー

ト
教

員
○

実
践

例
  

・子
ど

も
と

の
信

頼
関

係
の

築
き

方
（

悩
み

相
談

）
・教

科
、道

徳
等

の
模

擬
授

業
・懇

談
等

の
ロ

ー
ル

プ
レ

イ
・I

C
T

活
用

等
の

実
践

例
の

紹
介

〇
メ

ン
タ

ー
と

は
、初

任
者

の
育

成
に

関
わ

る
若

手
教

員
・中

堅
教

員
・ベ

テ
ラ

ン
教

員
等

の
こ

と
で

す
。メ

ン
タ

ー
は

、初
任

者
の

伴
走

者
と

な
り

、と
も

に
成

長
し

て
い

き
ま

す
。 

○
メ

ン
タ

ー
チ

ー
ム

と
は

、 初
任

者
と

メ
ン

タ
ー

が
主

体
的

か
つ

相
互

に
学

び
合

う
中

で
、切

磋
琢

磨
し

な
が

ら
、共

に
成

長
す

る
校

内
の

教
職

員
で

組
織

さ
れ

た
チ

ー
ム

で
す

。（
メ

ン
バ

ー
は

、１
名

～
複

数
名

で
構

成
）

○
メ

ン
タ

ー
チ

ー
ム

リ
ー

ダ
ー

は
、メ

ン
タ

ー
チ

ー
ム

研
修

の
テ

ー
マ

設
定

、司
会

等
の

役
割

分
担

、準
備

等
を

行
い

ま
す

。

Ｑ
 校

内
指

導
教

員
の

負
担

が
大

幅
に

増
加

し
ま

せ
ん

か
？

 
Ａ

 と
っ

と
り

メ
ン

タ
ー

方
式

で
は

、負
担

軽
減

の
た

め
研

修
時

間
を

年
間

５
０

時
間

削
減

し
て

い
ま

す
。校

内
指

導
教

員
は

、主
に

初
任

者
の

「
授

業
実

践
」

「
事

前
・事

後
指

導
」
（

週
２

時
間

）
を

担
当

し
ま

す
。ま

た
、授

業
指

導
員

（
小

）
・教

科
指

導
員

（
中

）
を

置
く

こ
と

も
で

き
ま

す
。 

Ｑ
 メ

ン
タ

ー
チ

ー
ム

研
修

の
時

間
確

保
の

工
夫

は
？

 
Ａ

 メ
ン

バ
ー

の
人

数
を

各
校

の
状

況
に

応
じ

て
設

定
し

、メ
ン

タ
ー

チ
ー

ム
研

修
は

年
１

０
回

を
週

時
程

や
年

間
行

事
予

定
に

位
置

付
け

る
な

ど
し

て
く

だ
さ

い
。 

ま
た

、学
年

会
・教

科
会

等
の

前
後

に
メ

ン
タ

ー
チ

ー
ム

研
修

を
行

う
こ

と
も

可
能

で
す

。そ
の

際
、メ

ン
バ

ー
が

揃
い

、主
体

的
な

学
び

・全
員

参
加

型
・双

方
向

の
学

び
合

い
の

場
で

あ
る

こ
と

が
前

提
で

す
。 

【
ゲ

ス
ト

テ
ィ

ー
チ

ャ
ー

の
参

加
】
 

 メ
ン

タ
ー

チ
ー

ム
研

修
の

際
、

研
修

内
容

に
応

じ
て

メ
ン

バ
ー

以
外

の
教

職
員

が
参

加
し

、情
報

や
資

料
を

提
供

し
、協

議
等

を
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。

【
他

の
教

職
員

の
参

加
】
 

校
内

教
職

員
の

誰
も

が
自

由
に

参
加

し
、共

に
学

び
合

う
こ

と
が

で
き

ま
す

。 

【
司

会
等

の
分

担
】
 

 司
会

、協
議

の
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
は

、リ
ー

ダ
ー

及
び

メ
ン

バ
ー

が
分

担
し

て
行

う
こ

と
が

で
き

ま
す

。

「
メ

ン
タ

ー
チ

ー
ム

研
修

」
の

特
徴

 

「
メ

ン
タ

ー
チ

ー
ム

」
と

は
？

 

「
メ

ン
タ

ー
チ

ー
ム

研
修

」は
ど

ん
な

研
修

？
 

「
メ

ン
タ

ー
チ

ー
ム

研
修

」運
営

の
工

夫
 

実
施

校
の

声
！

 
「メ

ン
タ

ー
チ

ー
ム

研
修

」
の

効
果

 

「
メ

ン
タ

ー
方

式
」
Ｑ

＆
Ａ

 

＜
地

域
を

知
る

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

＞
 

＜
教

科
指

導
の

悩
み

の
解

決
策

に
 

つ
い

て
の

意
見

交
換

＞
 

＜
子

ど
も

と
の

信
頼

関
係

づ
く
り

に
 

つ
い

て
の

協
議

内
容

の
共

有
＞

 

「
初

任
者

研
修

サ
ポ

ー
ト

教
員

」

「
メ

ン
タ

ー
チ

ー
ム

リ
ー

ダ
ー

」
に

ア
ン

ケ
ー

ト
を

行
い

ま
し

た
。 

メ
ン

タ
ー

方
式

が
「

若
手

教
師

の
育

成
」

や
「

リ
ー

ダ
ー

の
ミ

ド

ル
リ

ー
ダ

ー
と

し
て

の
意

識
の

醸

成
」

に
つ

な
が

っ
て

い
る

と
い

う

肯
定

的
回

答
が

9
割

で
し

た
。
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・掲示物、生徒の様子を確認

・初任者の様子、状況を把握

・学習状況、初任者の様子をメモ

・気付きを初任者と共有

職員室へ 
・初任者から相談を受ける

・初任者、生徒の姿等の気付きをメモ

・生徒へ個別支援

・健康状態を把握

・朝学活での気付きを伝え、助言

・一般研修「進路指導」

 

 

 

朝学活は学級づくり 

の大切な時間です。学級担任

がどんな表情かに注目して参

観し、その後の指導助言に生

かします。

初任者・若手教員の 

不安、悩みを事前に把握して

おき、受け止め、励まし、次の

指導に生かします。 

校内指導教員（授業指導員、

教科指導員）から学んだことを

生かしているかも確認します。

児童生徒との関わりなど、学

級経営や生徒指導の支援、指

導・助言も適宜行います。 

初任者の不安感を受け止め、

背中を押すようにします。

児童生徒への支援を 

具体的に示すことで気付きを

促します。 

後で児童生徒の学習状況を

初任者・若手教員に伝えられ

るよう、情報を収集します。

実態に応じた研修 

となるよう、初任者の考えや

状況を細やかに確認しなが

ら、具体物や資料を用いるな

どして進めます。 

初任者からの相談内容など、

本人が課題と感じていること

を研修につなげることも効果

的です。

役割を果たすためのポイント 

 朝は、その日の１日の流れな

どについて、校内指導教員と

短時間でも確認します。

とっとりメンター方式参考資料 

初任者研修サポート教員のある１日 
発行：令和５年３月改訂 鳥取県教育センター 

１
限 

授業参観（初任者Ｂ）

勤務開始、職朝参加 朝 

朝読書・朝学活を参観（初任者Ａ） 

一般研修（初任者Ａ）２
限 

授業参観・授業補助（初任者Ａ）３
限 

とっとりメンター方式における初任者研修サポート教員は、初任者及び若手教員の実態に応じた柔軟な支援・指導
と校内人材育成のサポートを担っています。本資料の勤務例を参考に、各校の状況に応じた１日のスケジュールを計
画、実施してください。 

取材協力：米子市立東山中学校

＜勤務例１＞ 初任者２名配置校で 
初任者の育成を中心に計画した場合 

生徒と学習のねらいを 
共有できるようになってきたな。 

後で価値付けよう。 

活動のポイントを 
確認していたのが 
よかったね。 

指導が 
学級づくりに 

うまくつながって 
いるかな……。 
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具体的な場面、言動 

を取り上げたり、実態に 

応じて問いかけたりしながら

進めるようにします。 

安心感をもたせる声かけや

励ましを適宜入れ、不安を取

り除くことも大切です。

メンターチームリーダーの 

主体性を引き出し、任せる部分

とサポートする部分とを見極め

ながら関わります。 

見通しをもち、まとめて打合

せや準備を行っておくことで、

効率化を図ることもできます。 

メンターチームメンバーや 

他の教職員を巻き込み、メンタ

ーチーム研修の準備や役割を

分担して行うことで、多くの教

職員の成長につなげることも

効果的です。

 効果的な支援・指導に向け、

これまでに支援・指導した内

容、把握した実態等を記録し、

次の取組に生かします。

役割を果たすためのポイント 

メンターチーム研修 

では、参加者の主体性を引き

出しながら、実態に応じて関わ

りを工夫します。それまでの初

任者・若手教員の実態把握が

生きる場面です。授業参観等

を通じてそれぞれの実態をあ

らゆる角度から掴んでおくこ

とが重要です。 

４
限 

一般研修（初任者Ｂ） 

昼 メンターチームリーダーと打合せ

授業参観・授業補助（初任者Ａ） ５
限 

資料作成・帳簿整理６
限 

放
課
後 

メンターチーム研修

取材協力：米子市立東山中学校

・初任者、生徒の姿の気付きをメモ

・生徒へ個別支援

・初任者、メンターチームメンバーの

思いを受け止めつつ助言

・メンターチームリーダーの様子を見守る

・一般研修の資料作成

・初任者の様子や助言内容を記録

・１限の授業についての価値付け、助言

・一般研修「進路指導」
１限の授業、活動の 
視点を与えていた場面、 
あれはよかったなあ。 

知らないことは 
周りに聴けばいいよ。 
大丈夫。 

初任者・若手教員の成長を

見つけ、後で価値付けられる

よう、情報を収集します。 

板書写真を撮り、事後の指

導・助言に生かすことも効果

的です。 

授業補助の際は、個別支援

が必要な児童生徒に対応する

など、Ｔ２として授業を補助し

ます。 

この学習活動は、 
どういう理由で 
取り入れたの？ 
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・個別対応が必要な
児童生徒の様子を確認

・状況に応じて適切に対応

 

・２名の若手教員それぞれの
授業を少しずつ参観

・学習状況、授業者の
様子をメモ

 

・Ｔ２として授業補助
・児童生徒へ個別支援

 

・一般研修やメンターチーム研修の
資料等を作成

・校長、校内指導教員等
との情報交換

 

・初任者や校内の状況を
踏まえて一般研修を実施

 

・メンターチームリーダーの
マネジメント能力育成を
意識しながら打合せ

・短時間、指導記録を整理

 

・メンターチームの主体性を
引き出しつつ、
必要に応じて指導・助言

 

・参観した授業をもとに、
初任者・若手教員
それぞれに応じた働きかけ

 

他にも様々な勤務スケジュールが考えられます。 
右図の「初任者研修サポート教員のしごと」を参考に、 
１日のスケジュールを組み立ててください。 

１
限 

授業参観（若手教員２名）

個別対応（児童生徒） 朝 

２
限 

授業補助（初任者）

３
限 

資料作成／連絡会

４
限 

一般研修（初任者）

６
限 

メンターチーム研修

５
限 

打合せ 帳簿整理

放
課
後 

指導・助言（若手教員２名、初任者）

＜必ず行う内容＞ 

人材育成に直結する仕事 

 

 

 

 

・メンターチーム研修は月１回程度 ３０～５０分、
・一般研修は週１回 授業１コマ分

（年間１０時間以内で、他の教員が担うこともあります）

・その他は短時間でもよいです（時間は問いません）

授業参観（初任者・若手教員）

指導・助言（初任者・若手教員）

打合せ（メンターチームリーダー）

連絡会（管理職 等）

メンターチーム研修

一般研修

＜必要があれば行う内容＞ 

 

・授業補助、個別対応、本務校における後補充、授
業実践及び事前・事後指導は、校長の方針のも
と、学校の状況に応じて必要があれば行います。

・資料作成、帳簿整理はまとめて行うなど、時間の
使い方を工夫してください。

授業補助、個別対応

後補充 本務校のみ 

資料作成・帳簿整理

授業実践及び事前・事後指導 

（年間各１０時間以内） 

＜作成書類＞ 
「初任者研修指導記録（メンターチーム研修）」 

※必要に応じて活用するもの
「初任者・若手教員の育成に向けた連絡会シート」
「メンターチーム研修打合せシート」

＜勤務例２＞ 初任者及び複数の若手教員の 
育成を中心に計画した場合 

初任者研修サポート教員のしごと 

研修に用いた資料や 

記録写真があれば、 

それらを代用できます。 
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～初任者研修を活用した人材育成システムの構築に向けて～

初任者育成 


